
令和５年度第３回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和５年９月２９日（金） １０時００分～１０時５２分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者  前田会長、月舘副会長、谷内委員、附田委員、工藤委員、 

        伊与部委員、中嶋委員、花田委員、鹿目委員、保坂委員、 

        久保委員 

 

４．欠 席 者  佐藤委員、内澤委員、田村委員、中村委員、稲川委員 

 

５．事 務 局  坂岡経済部長、中村産業観光課長、石橋産業観光課長補佐、 

        松橋産業支援係長、鈴木主査、平主査 

 

６．開催概要 

◎第３回振興会議 

⑴ 中小企業振興に関する提言書について 

・事務局より説明（資料１） 

⑵ その他 

  



７．会議概要 

（１）前回までの会議の振り返り 質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 それでは、次第に従いまして、会議を進めさせていただき

ます。まず、案件⑴中小企業振興に関する提言書について

です。事務局より、説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについてご意

見、ご質問等ございませんか。なければ、委員の皆様から

ご意見を伺いたいと思います。  

保 坂 委 員 2 点確認したいところがある。3 ページ目(3)広域連携によ

る求人情報の発信と ICT 化推進のための支援の現状の 4 段

目、“また、キャッシュレス決裁や”というところの決裁の

“裁”の字、キャッシュレス決済の場合は “サンズイ”の

方の字になるので、修正をお願いしたい。あとここの段落

で敢えて ICT 化と表記している理由について教えていただ

きたい。ICT 化と聞くと少し表記が古いようなイメージが

あるが、考え方次第では十分にあり得るのかなというとこ

ろで、ICT 化と表現した理由について教えてほしい。 

前 田 会 長 事務局お願いします。 

事 務 局 前回の提言書は IT 化ということで、更に古い。令和 2 年度

に行った高校生の就職に関するアンケートで、就職情報、

求人情報等についてどのような媒体で情報を得ているかと

いう項目で、学校の求人情報の次に、インターネット若し

くは会社の SNS 等を参考にしているという方が多かったの

で、コミュニケーションツールを入れた。更に中小企業で

は、高齢の事業所とかキャッシュレス決済も含めてそもそ

もそこまで至っていない企業もいるので、SNS、web の支援

が必要だというところで ICT 化と表現している。 

保 坂 委 員 ありがとうございました。ICT 化と表記するよりは DX 化と

表記した方がより未来に繋がるかなと思ったが、今おっし

ゃるとおり、まだそこに行きついていない事業者や市民の

方もいるかと思うので、今の説明であれば ICT 化で特に問

題ないかなと思った。ありがとうございます。 



前 田 会 長 ありがとうございました。その他、何かないですか。なけれ

ばこちらから指名させていただきます。それでは今日見え

ていましたハローワークさん、何かご意見ないでしょうか。 

中 嶋 委 員 人材確保というような提言に関しては、提言書に書かれて

いる内容が概ね妥当と思ってみていた。UIJ ターンが今全

国的に広まってきていて、テレビでも毎日のようにいろん

な県を紹介しているので、三沢市としても、若い方だけで

なく、県外で働いている方、青森県出身も含め、積極的に取

り組んでいただきたい。それぞれの地域で UIJ ターンの取

組を工夫し進めているところだが、村を上げてやっている

ところや無償で住宅を貸しているところもある。特典とい

うのは、それぞれの市町村で遜色ないと思っているが、ど

こが変わってくるかというとやはり周知、知ってもらうと

いうところが大事になってくると思う。三沢市が持ってい

る媒体をさらに強化して周知すべき。高校生のアンケート

でもインターネットや SNS を見ているということもあるの

で、そういったところは自治体も企業も推進していく必要

があるのではないかと思っている。なので、この提言に関

しては概ね妥当という風に私は判断していた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。続いて、商工会の副会長でもあ

ります月舘さんの方から何かあれば。 

月 舘 委 員 資料 2 ページの三沢市独自の奨学金返還支援制度の導入に

ついて、前回会議の中で、問題は三沢市の独自性というこ

とで、私の方も一抹話したが、ただ今ハローワークさんの

方から出たように、三沢の地域はこういう制度があるんだ

よという周知、PR が肝要だと思っている。従って、返還制

度の導入は元より、制度をより広く伝えられるような PR も 

積極的にやっていただきたいということを提言の中に盛り

込んでいただきたい。3 ページ目の人材確保で、ハローワー

クさんがおっしゃられたように、三沢市の独自性を周知ま

たは PR ということに通ずると思うので、内容を付加した形

で盛り込んでもらえればと思う。 

前 田 会 長 ありがとうございました。事務局今の発言に対しまして、

お願いします。 



事 務 局 奨学金関係については、今現在で見ると三沢市は正直遅れ

ていると我々も感じているが、新たな奨学金制度の利用に

ついて検討している最中なので、方向性が見出されたら、

周知徹底を図りたい。奨学金制度がどのような内容になる

のかはまだ確定していないが、可能であれば独自の制度プ

ラス青森県が実施している支援金制度の方への上乗せ等も

含めた検討もさせていただいて、内容が固まり次第、周知

徹底を図りたい。周知徹底と直接的に記載していないが、

三沢市の方で周知徹底に努めて、参加企業を増やしていき

たいという思いである。 

月 舘 委 員 言いたいことが違う。事業者とかではなくて、対象となる

方、大学進学された就業希望の方に対してのということ。

UIJ ターンに即して、対象者に対しての PR がもう少し必要

になるのではないか。新しい制度の導入なので、今の段階

で確定要素ではないのは承知だが、導入が叶った折には三

沢市はこういう施策でいるよということを対象者に対し

て、PR するということが肝要ではないかという意見である。 

事 務 局 県外大学生向けの周知等については、1 ページ目の方で記

載していたが、県とともに実施して参りたいと考えていた。

下段の方の県外大学生向けの県と連携した情報発信・周知

事業等の展開という形で考えていて、奨学金等の制度等も

実現されたらこちらで周知して参りたいと考えている。 

前 田 会 長 月舘さんよろしいでしょうか。どうもありがとうございま

した。それでは、次に三沢市内の中小小規模共済の現在の

状況が金融面でどういうふうになっているのか。私の知っ

ている範囲では、市内で倒産や廃業というのはあまり聞か

ないですが、金融団を代表して工藤さんの方から分かって

いる範囲でいいので、説明いただきたいです。工藤さんお

願いします。 

工 藤 委 員 倒産や廃業は今のところない状態。事業承継のことで、あ

る税理士さんから聞いた話だが、亡くなってから税理士さ

んの方に相談に来る方が多いそう。通常だと 60 歳から事業

承継について考えるが、今は 60 歳も元気、70 歳過ぎても元

気で現役でやっている経営者が多いと聞いていた。そうい



う風な感じになってきているので、相続人の人が困ってい

るような相談も逐一入ってくる。うちの方で、毎月、上北 6

店舗の支店長達が集まってミーティングを開催し、事業承

継や特に創業などの情報交換を行っているのだが、どの店

舗も活発な事業承継とかそういう風な話はないような状

態。8 月末時点で確か預金も融資も三沢市内の金融機関の

残高は増えているはず。コロナもある程度収束してきて、

これから色んな行事も盛んになってくるので、いろいろ支

援できればいいなと思っている。特にこれから創業する人

に関しても保証協会さんと協調して色んな部分で支援して

いきたいと思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。続いて、保証協会の立場から伊

与部さんお願いします。 

伊 与 部 委 員 事業承継のところで、工藤支店長からもお話があったが、

事業承継というのは、今後会社が継続していく中で、１つ

のポイントになるのかなという風に思っている。創業者と

のマッチングができたりすれば、企業が倒産に進まずに済

むのではないかという風にも個人的に思っている。親族内

での承継は、さっきもお話が合ったように、亡くなられて

後継者がいれば事業承継していくというような感じになる

のだが、第三者の従業員が引き継ぐ、別な会社をされてい

る方が新たな事業として事業承継に進んでいく、というよ

うなことも中にはあるようで、事業承継はなかなか時間が

かかる。借り入れがあって、借り入れを保証人になって引

き継ぐのは嫌だというような話もあるので、私たちの協会

の方で保証人を取らない制度とかをご利用していただく形

で、色々見ているが、先ほどもお話したように事業承継は

どうしても時間が掛かってしまうので、制度はあるが年に

1 企業ぐらいしかご利用がないというような状況。なので、

三沢市の方でも人材とかそういった面で大変かもしれない

が、事業承継に特化するような形で窓口を設置し、事業承

継に的を当てた形でサポートをしていただければいいのか

なという風に個人的には思った。 

前 田 会 長 ありがとうございました。それでは次に久保さん、何か意



見があれば。 

久 保 委 員 提言内容については、この内容でいいかなと思う。皆さん

の意見をまとめ決めるまではいいが、決まった内容を実際

に実行するかというのも大事な話。決まったからやるとい

う気持ちだとある程度のことしかできないのではないかと

思っていて、本当に必要だと思ってやれる人がどれだけい

るか、できるかということが大事だと思う。本気になれる

人たちを育てていくことが必要だと思っているが、すぐに

育つのは難しい。本気になればすぐできるかもしれないが、

自分が抱えているいろんなことがあって、本気になれない

とかあると思う。なので、三沢市の為に何かしたいという

考えを小さい頃から持てるような三沢市になっていればい

いかなと思う。短期的な目標もいいとは思うが、長期的な

目標も決めていけるようになったらいいと思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございます。次、鹿目さんお願いします。 

鹿 目 委 員 まとめ全体としては、概ね皆さんの議論の中の方向性でま

とまっているのではないかと思う。久保さんと同じように

思っているのは、実行のところ。どう評価するのかという

部分も今後は大事なのかなと思う。税金を使うことになる

かと思うので、決めたことをやって、その結果がどうだっ

たのかというところをしっかりと市民の皆さんに見せてい

ける、あるいは私たちがまた更にどういう意見を出してい

くのかというところもある。個人的に興味があるのは、前

回の提言書に対してどういうことがされて、その結果どう

だったのかというところ。恐らく結果として出てきている

頃だと思うので、この会議の意義とかも評価に伴って更に

増していくと思うので、今回の提言書に直接関わる部分で

はないかもしれないが、そういったところも私たちとして

は意見をまとめて出していかなければいけない部分なのか

なという風に個人的には感じていた。 

前 田 会 長 ありがとうございます。次に附田さんお願いします。 

附 田 委 員 事業承継の問題、継がせたい事業者発掘事業は県内で 3 市

町村くらい応募されているということで、他の市町村は応

募されなかったということか？それとも応募した 3 市町村



が採択されたということか？この事業はどういった内容に

なっているのか？ 

事 務 局 民間の事業者に委託している。私たちはこういう企業で引

継ぎを募集しているというのをサイトに載せている。全国

から見ることができるので、廃業を考えている方と興味が

ある方をマッチングするという支援になる。 

附 田 委 員 男女のマッチングサイトみたいなものか？ 

事 務 局 補足させていただくと男女のというよりは、各市町村でや

っている空き家バンクがイメージとしては近いと思う。継

業したい人たちを紹介して、継業を受けたい人とのマッチ

ングを図るという形。 

附 田 委 員 ありがとうございました。これに三沢市として応募しよう

としたきっかけというのは何かあるのか？ 

事 務 局 中小振興会議での皆さんからの意見を受けて応募が必要で

あろうというふうに判断させていただいた。 

附 田 委 員 ありがとうございました。三沢市がこの中小企業振興会議

をきっかけに、ほとんどの町村がやっていないことを行政

で積極的に行っていただいたというのは非常にありがたい

ことである。私は 55 歳になるが、事業承継の方を結構真剣

に考えている。今社長をやりたくない人が多く、たとえ立

派な会社であっても継ぐ人がいない。社員の中でも責任を

取りたくないという方が多い。うちの会社でも弟が専務で

いるが社長をやりたくなさそうだからやりたいという人に

やっていただけるのであれば非常にいいなと思うし、この

継業バンクが非常に効果的でいいなと思って質問した。 

前 田 会 長 ありがとうございました。それでは、商工会、谷内さんお願

いします。 

谷 内 委 員 全体的な提言書は大まかなところで皆さんの意見どおりい

いのかなと思っている。事業承継は、どうしても地元企業

の基盤維持には欠かせない取組になっていくが、金融機関

含め商工会もそうだが、事業承継の相談窓口となっている

ところはたくさんある。しかし、事業承継の相談っていう

のは現場目線であまりない。情報を見られていない方もい

るし、事業承継ということ自体腰が重いというお客さんも



いると思う。その反面、今年度から三沢に来たが、創業の相

談というのは結構多くて、市の方で設定した創業者に対す

る補助金もすぐ枠が埋まってしまうような形に見受けられ

た。なので、そういった創業者の方とのマッチングや継が

せたい事業者発掘事業を起点として今後新たに事業承継に

関する掘り起こしを行っていくのは非常にいい取組だと感

じているので、私はこれでいいのかなと思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございました。それでは花田委員お願いします。 

花 田 委 員 提言内容に関しては、これまでの会議の結果なのでこれで

いいと思っていた。先ほど 1 番多く出ていた UIJ ターンの

ことだが、私の会社である人のアドバイスを基に見学その

他に関しては補助金制度ありみたいな文言を HP の下に入

れたら、北海道と兵庫県から 2 人見学したいという方が来

た。お金の話ではないが、やはり 1 つ付けたことによって

かなり動きが出てきたというのがあった。兵庫県神戸市の

人から是非青森で働きたいという話があって、来週、我が

社の方に見学に来る予定である。先ほど中嶋委員ともお話

して高卒、新卒なかなか人がいないということで、我が社 5

年ぶりに 1 人何とか今年採用になったが、この先もなかな

か難しいなというところ。今言った SNS を通じてとかいろ

んなものを駆使して発信するというのはやはり大事だなと

思っている。それと事業承継の話が出たが、うちも私 4 代

目で全て社内の社員が社長になっていて、私の後の 5 代目

も一応は指名をしている。附田委員も言っていたが、なり

たくない、受けたくないという方が多いようだが、うちの

方は今のところは早めのうちに声掛けをして、どのように

するか、育て方を色々考えてやっている。リフォーム補助

金に関しては、見直ししてみようかという話があったので、

是非また見直しして、少し上がることによってまた件数が

増えたりする可能性もあるし、やりたい人はいっぱいいる

ので、その辺を加速させるような感じでしていければいい

のではないかなと思っていた。 

前 田 会 長 ありがとうございました。その他、何かないですか。では最

後になりましたけれども、坂岡部長さん、最後締めという



ことでお願いします。 

坂 岡 部 長 今回の中小企業振興会議は、提言前の最後の会議。我々の

方でまとめたものに対して、積極的な PR だとか窓口の開設

等いろいろとご意見いただいた。その辺りを再度また改め

てうちの方でも見直ししてまたお示ししたいなと思ってい

た。本当にありがとうございました。 

前 田 会 長 ありがとうございました。それでは 10 月 24 日の手交式の

説明について、事務局の方からお願いします。 

事 務 局 10 月 24 日の午前 10 時 00 分から大体 1 時間程度を予定し

ているが、11 時 00 分に市長別件で予定が入っているので、

大体 10 時 00 分から 10 時 40 分、遅くても 50 分までが手交

式の開催時間となる。前回、ちょっとだけ時間が余り、意見

交換をしたようなので、市長とお話をしたい方、ご意見が

あったら募るので、本日この会議が終わって、24 日の出欠

と意見を 10 月 10 日期限に募りたいと思うので、どうぞよ

ろしくお願いします。出欠、ご意見まとまったら、また再度

練り直した提言書といっしょに皆さんにご提示することに

なるので、どうぞよろしくお願いいたします。 

前 田 会 長 ありがとうございます。市長に聞いてみたいこと、お願い

したいこと、質問等あれば、短い時間ではございますが、沢

山のご意見をお願いしたいと思います。その日は新聞社等

も見えるはずですし、案内も出します。委員が 16 名いるわ

けですが、少ないと恰好悪いので、できる限り出席しても

らいたいと私からのお願いでございます。是非出席してく

ださるようお願い申し上げたいと思います。今日の会議は

これで閉じさせてもらいますが、よろしいでしょうか。あ

りがとうございました。 

 


